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分類 幼児性別 幼児学年 経験年数
計
大分類 小分類 番号 男児 女児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 ３年未満５年未満５年以上
情 動
不安 11 14 7 4 8 9 5 8 8 21
不安定・衝動性 12 18 7 9 7 9 6 6 13 25
無気力 13 13 4 3 7 7 7 6 4 17
表情 14 2 5 1 3 3 3 1 3 7
抑制的 15 4 2 5 0 1 4 1 1 6
無関心 16 3 1 0 2 2 0 2 2 4
神経質 17 3 0 0 0 3 1 0 2 3
ふざけ 18 4 0 1 0 3 1 2 1 4
その他 19 7 3 1 5 4 0 5 5 10
計 10 68 29 24 32 41 27 31 39 97
対人関係
消極的 21 41 17 23 15 20 20 18 20 58
自己抑制 22 3 2 2 1 2 2 2 1 5
自己主張 23 39 19 20 16 22 14 16 28 58
攻撃的 24 6 6 0 8 4 2 3 7 12
依存・甘え 25 19 5 10 7 7 4 7 13 24
強調性 26 4 0 1 0 3 3 1 0 4
分離不安 27 6 3 3 4 2 4 1 4 9
特定の子 28 2 4 2 1 3 2 0 4 6
その他 29 9 3 5 5 2 6 2 4 12
計 20 129 59 66 57 65 57 50 81 188
行 動
注意・衝動 31 62 12 22 26 26 21 27 26 74
消極的・遅い 32 19 3 7 6 9 6 4 12 22
攻撃的 33 46 6 18 24 10 17 16 19 52
逸脱・こだわり 34 17 10 8 13 6 8 10 9 27
意思伝達 35 12 6 7 5 6 7 4 7 18
よい子 36 4 2 2 3 1 2 3 1 6
幼さ 37 6 0 2 3 1 2 2 2 6
一人・傍観 38 11 1 2 3 7 5 3 4 12
その他 39 3 0 2 0 1 1 0 2 3
計 30 180 40 70 83 67 69 69 82 220
生活習慣
食事 41 10 3 4 5 4 2 6 5 13
全般・身辺整理 42 12 3 7 2 6 4 4 7 15
生活リズム 43 3 2 0 1 4 0 4 1 5
排泄 44 3 1 3 0 1 1 3 0 4
その他 45 0 2 1 0 1 0 0 2 2
計 40 28 11 15 8 16 7 17 15 39
認知発達
言語 51 29 13 23 13 6 14 18 10 42
理解力 52 20 8 6 13 9 9 7 12 28
視線合わない 53 12 3 7 6 2 7 2 6 15
会話 54 9 3 2 7 3 2 5 5 12
認識の仕方 55 15 1 3 9 4 7 4 5 16
絵画製作 56 4 2 2 3 1 2 3 1 6
その他 57 4 0 1 2 1 0 2 2 4
計 50 93 30 44 53 26 41 41 41 123
集団生活
不適応・離脱 61 34 13 15 20 12 14 15 18 47
速度 62 4 1 0 3 2 3 2 0 5




分類 幼児性別 幼児学年 経験年数
計
大分類 小分類 番号 男児 女児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 ３年未満５年未満５年以上
運 動
発達進度 71 5 1 2 2 2 1 1 4 6
計 70 5 1 2 2 2 1 1 4 6
家 庭
親の影響 81 6 5 2 1 8 5 1 5 11
母子関係 82 3 1 0 3 1 0 2 2 4
その他 83 3 2 0 1 4 1 2 2 5
計 80 12 8 2 5 13 6 5 9 20
障 害 等
自閉傾向 91 0 3 2 1 0 1 1 1 3
その他 92 2 3 1 1 3 2 1 2 5
計 90 2 6 3 2 3 3 2 3 8
全体 計 555 198 241 265 247 228 233 292 753
図１ カテゴリー別度数 図４ 行動：下位カテゴリー別度数
図２ 情動：下位カテゴリー別度数 図５ 認知発達：下位カテゴリー別度数
図３ 対人関係：下位カテゴリー別度数
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図６ カテゴリー別幼児男女割合
図８ カテゴリー別経験年数割合
図７ カテゴリー別幼児学年割合
幼稚園で「気になる子」の傾向
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４．「気になる子」のカテゴリーと保育者の「幼児理解」「関わり」
１保育者の「幼児理解」と「関わり」の傾向
筆者は、質問紙調査を行った結果、本論の対象となっている保育者の「気になる子」に対す
る「幼児理解」と「関わり」を因子分析等により既に検討している（拙稿1999）。その結果の
概略により、保育者の「気になる子」に対する「幼児理解」と「関わり」の傾向を以下に述べる。
保育者の「気になる子」に対する「幼児理解」においては、困惑感因子と不安感因子が抽出
された。困惑感因子は、幼児の「気になる点」に保育者がネガテイブなイメージを持っており、
幼稚園だけでの問題ではなく、かつ周りにも影響を与えるようなことであるという、改善に向
けての困難さを保育者が感じているかどうかに関わっている。不安感因子は、困惑感因子が「気
になる点」の中身に対する感じ方であったのに対して、この因子は保育者自身の取り組みや、
幼児との関係について不安感を感じているかどうかに関わる因子と考えられた。両因子が見出
されたことにより、保育者は「気になる子」を受容的に受け止めるかどうかということと、気
になる点や幼児自身と自分との関係、自分の保育について不安があるかどうかということが影
響していることが分かる。保育者は、「気になる子」の気になる点を分析的にみたりするのでは
なく、保育者自身との相互関係の中で問題や幼児像を理解している。
「気になる子」に対する「関わり」については、援助因子と肯定因子が抽出された。援助因子
は、「気になる子」を見守り、直接的な働きかけ（他児との媒介・共に活動する・環境を整える
など）を受容的・肯定的な態度で進めていくかどうかに関わっている肯定因子は項目数の少な
いものであったが、現在の状態をそのまま肯定的に受け止め、幼児を統制するような関わりで
はなく、「気になる子」の気になる点とは関係なく、幼児と関わろうとするかどうかに関わる因
子と考えられる。保育者の「幼児理解」と「関わり」の傾向は以上のように見られたが、保育
者と「気になる子」の関係性を示す因子として「信頼関係因子」が抽出されている。この因子
は、幼児が保育者を信頼し、よい結びつきがあることを保育者自身が感じ取っているかどうか
を示す因子と考えられた。以上の各因子に含まれる質問項目に対する保育者の回答を「困惑感
得点」「不安感得点」「援助得点」「肯定得点」「信頼関係得点」と得点化し、各保育者の「幼児
理解」「関わり」の傾向を示すものとした。この得点によりクラスター分析を行い、保育者をグ
ループ化した。そこで見出された10クラスターに属する保育者の「幼児理解」と「関わり」の
特徴を以下に示す。（ ）内は各クラスターに属する保育者人数である。
第１クラスター（100名）：困惑感得点高、援助得点高
第２クラスター（ 70名）：困惑感得点高、援助得点低
第３クラスター（ 64名）：困惑感得点低、援助得点高、信頼関係得点高
第４クラスター（ 49名）：困惑感・不安感得点共に低、援助得点低、信頼関係得点低
第５クラスター（ 23名）：困惑感・不安感得点共に低、援助得点低、信頼関係得点高
第６クラスター（ 22名）：困惑感得点低、援助得点低、信頼関係得点低
第７クラスター（ 49名）：困惑感得点低・不安感得点高、援助得点低、信頼関係得点低
第８クラスター（ 23名）：困惑感・不安感得点共に高、援助・肯定得点共に低、信頼関係
得点低
第９クラスター（ 22名）：困惑感得点低・不安感得点高、援助得点低、信頼関係得点高
第10クラスター（ 4名）：困惑感得点低・不安感得点高、援助得点高・肯定得点低、信頼
関係得点低
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２「気になる子」のカテゴリーと保育者の「幼児理解」「関わり」との関連
保育者が「気になる子」について記述した内容のカテゴリーと「気になる子」に対する「幼
児理解」と「関わり」の傾向を表すクラスターとを対応させて整理したものが図９である。
全体のクラスター分布と、各カテゴリーのクラスター分布を比較してみると以下のようであ
る。ただし、クラスター内の項目数の少ない第10クラスターとカテゴリー内の項目数が少ない
「運動」「家庭」「障害等」については、わずかな数値の違いが割合の大きな差としてグラフ上に
表されているが、傾向としては判断の対象となる数値ではないので、ここでは検討の対象とし
ない。
情 動：第３、９クラスターがやや多く、第２クラスターがやや少ない。
対人関係：全体の分布とほぼ同じである。
行 動：第６、７クラスターがやや多く、第３、４クラスターが少ない。
生活習慣：第３クラスターが少ない。
認知発達：第１クラスターが少なく、第４、８クラスターが多い。
集団生活：第２クラスターが多い。
以上のようにカテゴリーごとにクラスター分布を比較した結果を、１で示した各クラスター
の「幼児理解」「関わり」の傾向と対応させると、次のように考えられる。
保育者は、「情動」に関して気になる子に対し、どう対応すればよいかわからないといった困
惑感はあまり感じることがないということと、対象の幼児との間に信頼関係を感じている傾向
にある。
「行動」に関して気になる子に対しては、困惑感は低く、援助するという関わりも低く、信頼
関係があるという関係性も感じていない傾向にある。
「生活習慣」に関して気になる子に対しては、困惑感は感じないで、援助を積極的に行うとい
う関係は成り立ちにくい。つまり、保育者がやれることではないような感じをもつ傾向にある。
図９ カテゴリーごとのクラスターの割合
幼稚園で「気になる子」の傾向
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「認知発達」については、援助得点の低さに特徴が見られる。
「集団生活」に関して気になる子に対しては、困惑感を感じる傾向が高くなり、援助的な関わ
りが低くなる傾向が見られる。
まとめ
「気になる子」について380名の保育者が記述した内容を、意味ごとに項目化した結果、753
項目が抽出された。さらに各項目は KJ法により47カテゴリーに分類した。各カテゴリーに属
する項目（気になる点）に共通する要素を検討した結果、９つの上位カテゴリーに分類するこ
とができた。多くの項目数が属した上位カテゴリーは、「行動」「対人関係」「認知発達」「情動」
カテゴリーであった。下位カテゴリーでは、注意・衝動、不安定・衝動性といった行動や情動
の衝動性を示すものが多く、次に対人関係での関わりの少なさや自己主張に関するもの、言葉
の遅れなどが比較的多かった。また、男女比から見ると、全体の比率に比べて男児が比較的多
い下位カテゴリーは、行動の注意・衝動及び攻撃的、認知発達の認識の仕方等である。反対に
女児の比率が全体よりも高くなっている下位カテゴリーは、情動の不安カテゴリーであった。
男児においては、落ち着きなく動く姿、女児については不安な様子が気にかかる傾向にあった。
次に、実際の関係性を含んだ幼児の捉え方としての「幼児理解」「関わり」傾向によって保育者
をクラスターに分け、そのクラスターを形成する保育者が記述した「気になる点」についての
カテゴリーと「幼児理解」「関わり」傾向とを対応させて検討した。その結果、「気になる点」
の違いに応じて保育者の「気になる子」に対する対応の仕方が大きく変化するということはみ
られないが、理解の仕方や関わりに一部特徴的な傾向を見ることができた。
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